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フ

ラ
ン

ス

労
働
組
合
運
動
の

財
政
基
盤

労
働
組

合
運
動
の

方

向
ほ
､

社
会
､

経

済
の

情
勢
や
､

運
動
理

念
の

あ

り

方

な

ど

と
の

関
連
で

決
定
さ

れ

る

程
度
が

大
き

い

も
の

で

あ

る

こ

と

は
､

い

う

ま
で

も

な
い
｡

し

か

し
､

そ

こ

に

は

同

時
に
､

労
働
組
合
の

組
織
形
態
､

指
導

者
の

特
性
､

財
政

力
な

ど

の

影
響
が

及

ん

で

い

る

こ

と

も

見

逃
せ

な

い

点
で

あ

ろ

う
｡

本
稿
は
､

フ

ラ

ン

ス

労
働
組
合
運

動
を

規
定

す
る

諸

要
因
を

と

り

あ

げ
､

解
明
を

行
う
一

連
の

作
業
の

う

ち
､

労
働
組
合

財
政
の

問
題
に

焦
点
を

あ

て
､

そ

の

実
態
を

明

ら
か

に

し

ょ

う

と

す
る

も

の

で

あ
る
｡

フ

ラ

ン

ス

労
働
組
合

運

動
は
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

が

複
数

で

あ

る

こ

と
､

財
政

力
が

弱
い

こ

と
､

な
ど

の

た

め

に
､

ア

メ

リ

カ
､

ド

イ

ツ

な

ど

の

そ

れ

に

比
べ

し

ば

し

ば

行
動
上
の

制
約
を

蒙

る

こ

と

が

多
い

と

い

う
点
は
､

こ

れ

ま

で

多
く
の

研

究
者
に

よ
っ

て

指
摘
さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ
で

あ

る
｡

そ

し
て
､

財
政

力
の

点
に

限
っ

て

い

え

ば
､

ご

ぺ

近

年
ま

で
､

企

業
の

中
に

法
的
な

直
接
活
動
拠
点
を

有
し

な

か
っ

た

た

め
､

組

合

費
徴
収
の

第
一

歩
に

大

き

な

困

難
が

認
め

ら

れ

る

こ

と
､

単
位

魁
合
か

ら

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

に

至
る

組
織
系
統
の

中
で
､

財

源
配

分
を

め

ぐ
っ

て

意
見
の

対

立

が

続
い

た

こ

と
､

人

件

費
な

ど

組
合

組

織
の

管
理
に

要
す
る

費
用
の

比

重
が

相

対

的
に

高
く
､

教

育
宜

伝

費
､

ス

ト

ラ

イ

キ

基
金
､

共

済
事
業
等
運

営
費
な

ど
の

比

重
が

低
い

こ

と
､

な

ど
の

特
徴
が

指
摘
さ

れ

よ

う
｡

-

組
合
費
の

決
定

基
準
と

徴

収

方

法

組
合
費
は
､

二

つ

の

要
素
に

つ

い

て

決
定
さ

れ

る
｡

一

つ

は
､

証

紙
c

p
→

訂
c

O

已

監
か

邑
e

で

あ

り
､

一

つ

ほ

証
票
t
山

白
訂
e
の

で

3 8 β

一
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( 1 1 7) フ ラ ン ス 労働組 合運 動 の 財政 基盤

(

1
)

あ

る
｡

証

紙
は
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

が

年
一

回

発
行
し
､

そ

の

額
は
､

総

連

合

の

規

約
に

基
づ

き
､

捻

連

合

全

国

委

員
会

C
O

ヨ
】

t

か

C
O

n

蒜
d

か
r

巴

2

邑
5

.

n

巴

が

決
定

す

る
｡

一

方
､

証

票

に

つ

い

て

も
､

そ

の

発
行
及
び

最
低
額
の

決
定

は

総
連
合
が

行
ケ

も
の

の
､

そ

の

実
行
額
は
､

組
合
ひ

叫
n
d

訂
p
t

の

総
会

琵
諾
ロ
b
】

計

思
n

幹
巴
の

が

決
定

す

る
｡

C

G

T

･

F

O

系
統
の

労
働
組
合

の

場
合
に

は
､

連
盟

蒜
d

か
1

p
t

訂
n

及
び

県
連
合

亡

n
小

O

n

d

甘
賀
t

?

m
e

n

邑
e

.
へ

の

上

納
金
の

割
合
に

応
じ

て
､

二

種
の

証

票
額
が

決

(

2
)

足
さ

れ

て

い

る
｡

証

票
の

最
低
額
は
､

通

常
､

一

カ

月

当

た

り
一

労
働
時
間
の

貸

(

3
)

金
の

額
に

等
し
い

額
と

さ

れ

る
｡

C

G
.T
･

F

O

の

場
合
に

は
､

さ

ら

に
､

法
定

最
低
賃
金
の
一

時
間
相

当

額
を

下
回

る

こ

と

は

で

(

4
)

き

な
い

と
さ

れ

て

い

る
｡

C

F

D

T

の

よ

う
に
､

組
合
費
を

平
均
賃
金
の

動
き

に

ス

ラ

イ

ド

さ

せ

る

旨
の

規
定
を

設
け
て

い

る

場
合
も

あ

る
｡

組
合
員
ほ
､

毎
年
､

証
紙
を

購
入
し
､

そ

れ

に

毎
月

証

票
を

貼

付

す

る

こ

上

に

よ
っ

て

組
合

費
を

納
入

す
る
｡

フ

ラ

ン

ス

で

は
､

使
用
者
に

よ

る

労
働
組

合

費
の

天

引

p

a
-

ざ
1

e

ヨ
e

已

p

胃
-

e

s

岩
ぎ
∽

d

e

-
､

e

ヨ
p
-

O

y
e

亡
【

は
､

法
律
に

よ
っ

て

禁
止

さ

れ

て

お

り
一､

組
合

費
ほ
､

サ

ン

ジ

カ

内

部
の

徴
収
者
c

O
-
-

¢
C

t

e

喜

が

組

合
員
か

ら

徴

収

す
る

の

が
一

般
的
で

あ

る
｡

戦
後
､

労
働
組
合
運

動
の

再

建
期
に
､

徴
収

事
務
の

合
理

化
の

た

め
､

各

総
連
合
と

も
､

組

合

費
徴
収
配
分

中
央
セ

ン

タ

ー

S
e

r

く
i

c

e

C
e

n
t
【

巴

d
e

勺
①
r
･

忌
p
t

ぎ
n

毘
n

訂

く
e

n
t

ロ
p
t
-

O

n

d
e

s

C
O
t

訂

賢
i

O

ロ
S

を

設

け

て

徴

収

事
務
の

系
統
化

を

ほ

か

る

よ

う

に

な
っ

た
｡

第
一

囲
は
､

各
組

(

5
)

連
合
に

お

け

る
一

般
的

系
統
を

示

し

た

も
の

で

あ

る
｡

な

お
､

C

F

D

T

が
+

一

九

七

〇

年
に
､

改

善
案
(

第
二

園
)

を

発
表
し

た

ほ

か
､

い

く
つ

か

の

案

(

例
え

ば

第
三

図
)

も

提
示
さ

れ

て

い

る
｡

徴
収
に

際
し
て

の

最
大
の

問
題
は
､

組
合

費
納
入

者
の

把

握
が

難
し
い

点
に

あ

る
｡

サ

ン

ジ

カ

は
､

毎
年
一

〇

月

頃
､

総

連
合

書

記
局
に

対

し
､

次

年
度
に

組
合
費
徴
収

可

能
と

み

ら

れ

る

組
合

員

数
に

対

応
す

る

枚

数
の

証

紙
の

発
行
を

要
請
す
る

が
､

発
行

枚

数

の

う
ち
､

実
際
に

組
合

費
が

納
入

さ

れ

る

も

の

の

数
は

常
に

そ

れ

を

あ

る

程
度
下

回
る
｡

ま

た
､

組
合
員
が

証

紙
を

購
入

し
て

も
､

そ

れ

に

加

え
て
一

二

カ

月

分
の

証

票
を

購
入
､

貼
付
す

る

場
合
は

稀
で
､

平
均
す
る

と

七

-
八
カ

月

分

(

C

F

D

T

の

場
合
ほ

九
･

(

6
)

五

カ

月

分
)

に

過
ぎ
.
な
い

と

い

わ

れ

る
｡

こ

の

た

め
､

各

組
織
は
､

徴
収

事
務
の

効
率
化
､

徴
収
も

れ

の

防
止

な

ど
に

意
を

用
い

て

お

り
､

と

く

に

組
合
費
徴
収

者
の

徴
収

活
動
意
識
の

高
揚
や
､

正

確
な

徴
収

事
務
の

執
行
を

目

指
す
手

引

湖
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(

7
)

等
の

作
成
､

活

用
に

力
を

入

れ

て

い

る
｡

二

労
働
組
合
の

収

入
､

支
出
構
造

労
働
組
合
組
織
(

ナ

シ

｡

ナ

ル

セ

ン

タ

ー
)

の

収
支

構
造
に

つ

い

て

は
､

き

わ

め
て

限

ら
れ

た

資
料
し

か

入

手

す
る

こ

と
が

で

き

な
い

が
､

そ

れ

ら

を

検
討
し
て

み

る

と
､

次
の

よ

う
な

点
が

指
摘

さ

れ

よ

う
｡

そ

の

第
一

は
､

収
入

源
に

つ

い

て

い

え

ば
､

当

然
､

組
合

費
の

占
め
る

比

重
が

最
も

大

き
い

も

の

の
､

組
合

役
員
の

社

会
的

活

動

(

8
)

に

伴
う
謝
金
､

法
律
に

基
づ

く

労
働
者
教
育
の

た

め
の

補
助

金
な

ど

も
､

無
視
し

得
な
い

額
に

達
し
て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

C

G

T

(

一

九
七

〇

年
)

に

つ

い

て

み

れ

ば
､

年
間
収

入
の

渡

(

9
)

泉
別

内

訳
は
､

組
合

費
八
二

%
､

経

済

社

会
審
議
会
出
席
謝
虚
六

%
､

そ

の

他
一

二

%

と

な
っ

て

い

る

(

第
一

義
)

｡

こ

の

経

済
社

会
審
議
会
出
席
謝
金
の

組
合
収

入
に

占
め
る

割
合
は
､

F

O

で

六

(

皿
)

-
八

%
､

C

F

T

C

で
一

.
五

%
と

な
っ

て

い

る
｡

な

お
､

右
の

よ

う
な

諸

謝
金
､

補
助

金
な

ど

組
合
費
以

外
の

収

入

が

あ

る

程
度
の

割
合
を

占
め

る

と
い

う
傾
向
は
､

総
同

盟

以

外

の

組
織
に

も

共

通
し

て

み

ら

れ

る

事
実
の

よ

う

で

あ
る
｡

産
業
別

組
合
は
､

法

律
に

基
づ

き
､

国

有
企

業
､

社

会

保
障
基

金

な

ど
の

評
議
会
等
に

代

表
を

出
席
さ

せ

て

い

る

が
､

そ

の

出
席

謝
金
が

組

(

1 1
)

合
収

入
の

一

部
を

構
成
し
て

い

る
｡

ま

た
､

革
新
系
政

党
出
身
の

†

ノ

†

む

ト

ド

.

-

←

h

心

†

卜

り

他

心

イ≠



々

L
.

†

止

'

一

叫

一

+

､

小

一

｡

･

此
町

†

首
長
が

存
在
す
る

市
が
､

℃

G

T
､

C

F

D

T

等
の

地

域
組
織
に

(

1 2
)

各
種
の

助

成

を

行
う
例
も

み

ら

れ

る
｡

そ

の

第
二

は
､

収

入

面
に

お

け

る

予

算
額
と

実
績
と
の

差
が
､

し
ば

し

ば

大

き

く

開

く
こ

と

で

あ

る
･■
｡

こ

れ

は
､

組
合
費
の

徴
収

に

当
た

っ

て

種
々

の

困

難
が

存
在
し
､

組
合

員
一

人
一

カ

年
当
た

り
の

平
均
徴
収
実
績
が

七

-
八
カ

月
分
に

す

ぎ

な
い

と
い

う

事
情

も

反

映

し
て

い

よ

う
｡

C
A
H

空
四

′
の

報
告
に

よ

る

と
､

C

G

T

金

属
覿
合
連
盟
の

事
例
で

は
､

一

九

五

九

年
度
に

お

い

て
､

一

五

三

万
フ

ラ

ン

の

予

算
額
に

対

し
､

組
合
費
未
収
の

た

め

生

じ

た

収

入

(

13
)

欠
陥
は

四

〇

万
フ

ラ
ン

に

達
し

た

と
い

う
｡

ま

た
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

の

年
次

報
告
に

お

い

て

も
､

｢

我
々

労
働
組

合

が

行

う

ぺ

き

事
業
の

範
囲
に

比
べ
､

こ

こ

に

提
示

す
る

予

算
の

規
模
は

な

お

相

当
下

回
っ

て

い

る

と

い

わ

ざ

る

を

得
な

い
+

(

F

O

第
六

回

大
会
)

､

｢

予

算
の

構
成
に

は

自
信
を

有
す

る

も
の

で

あ

る

が
､

財

源
面
で

の

制
約
上

控
え

目
な

も

の

七

な
っ

て

い

る
+

(

同

第
八

回

大
会
)

な

ど
の

表
現
が

見
受
け
ら

れ

る

の

は
､

類
似
の

事
情
の

存
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第 1 表 C G T の 収 入 及 び 支 出 ( 1 9 7 0 年)

( フ ラ ン )

金 額項 目

7
,
2 3 2

,
92 3 .6 2

3
,
5 76

,
4 73 .6 5

1
,
5 9 7

,
8 0 1 .2 4

1
,
9 7 8

,
6 7 2 . 4 1

1
,
0 1 9

,
3 9 6 .6 2

5 5 3
,
5 0 3 . 1 9

4 6 5
,
8 9 3 ,4 3

2 5 0
,
0 0 0 .0 0

4 3 1
,
5 6 4 .9 6

3 1 5
,
6 1 1 .5 3

1 0
,
2 5 0 .0 0

1 0 5
,
7 0 3 .4 3

1 3 0
,
0 0 0 .0 0

8 0
,
0 0 0 .0 0

5 0
,
0 0 0 .0 0

1
,
8 2 5

,
4 8 8 .3 9

7
,
2 3 2

,
9 2 3 .6 2

5
,
8 9 7

,
2 8 1 .3 7

5 0 3
,
7 8 4 .9 8

8 3 1
,
8 5 7 .2 7

支 出

Ⅰ 管 理 費

一 般管理 費 ( 明細 は第 2

表)

人 件 費

_ Ⅱ 教育宜 伝費

パ ン フ レ
γ ト ポ ス タ ー,

フ ィ ル ム 等作成 費

定 期刊行物, 出版物件作

成 費

Ⅲ 1 9 7 2 年大 会準備 費

Ⅳ 雑 費

国際観繊加盟等費

補 助 金

原価償却費

Ⅴ 出 資 金

県 風合 同 盟及 び連盟

投 資

Ⅵ 繰 越. 金

収 入

Ⅰ 組 合 費

Ⅱ 経済 社 会 審 議会 出席 謝金

Ⅲ 雁 収 入

資料出所 3 8
0
C o n g r主s n at i o n a l q e l a C G T , r a p p O rt

丘n a n ci e r 盲沌 C G T
,
エ β ♪ β1¢J β, N o . 8 8 4 . j a n ▼i e r 1 9 7 2 .

在
を

暗

示

す
る

も
の

で

あ
る

と

い

う
｡

第
三

は
､

支

出

面

に

お

い

て
､

組
合

役
員
人

件
費
の

組
織

の

管
理

に

要
す
る

費
用
の

全

体

に

占
め

る

割
合
が

相
対

的
に

大

き

く
､

教
育
､

宣

伝
費
､

ス

ト

基
金

積
立

費
及
び

互

助

共

済
活

動
費
な

ど
､

労
働
組
合

運
動
の

展
開
に

伴
い

必
要
と

さ

れ

る

経

費
の

そ

れ

が
■
小
さ

い

こ

せ
で

あ

る
｡

ββ∂



一 橋論叢 第八 十 六 巻 第 三 号 ( 1 2 0)

第 2 表 C G T の 一 般管理 費明細 ( 19 7 0 年)

( フ ラ ン)

項 目 l 金 額

1 2 3
,
2 1 5 .0 7

6 5 6
,
5 9 9 .0 4

6 4
,
4 3 3 .5 0

8 3
,
9 9 9 .1 7

3 9
,
1 9 3 .3 0

1 2 5
,
9 9 1 .9 7

1 0 3
,
3 0 8 .1 9

2 0 0
,
0 0 0 . 0 0

1 4 0
,
8 8 8 .17

1 4
,
1 4 8 ,9 4

4 6
,
0 2 3 .8 9

1
,
5 9 7

,
8 0 1

,
2 4

車輌 (修理 費 , 維推費, 燃料費等)

旅 費

資料作成費

家賃, 租 税公 課

事 務 所 費

通信 運澱費

会 議 費

荘 役 務 費

証耗及 び 証 票印 刷費

交 際 費

雑 費

計

資料出所 3 8 0 C o n g r色s n at io n al d e la C G T , r a p p O rt 丘n a n ci e r

古雅 C G T エβ P β唾J β, N o . 8 8 4 , j a n v i e r 1 9 7 2 .

策 3 表 C G T の 役職員人 件費 (1 9 7 0 年)

( フ ラ ン )

項 目 l 金 額

1
,
3 6 7

,
25 0 .8 1

5 86
,
0 66 .7 1

2 1
,
8 9 4 .6 0

3
,
4 6 0 .2 9

1
,
9 7 8

,
6 7 2 .4 1

俸 給

健康保険, 家族 手 当 基 金 , 労働災

害 保 険及 び 年金 基 金 保 険料 等, 貸

金 課税, 勤労者住 宅 税, 補足 失業

基 金 保険料

交 通 費

そ の イ也

計

資料 出所 3 8
0
C o n g r色s n ati o n a l d e la C G

T
,
r a
p p
O rt 血 an ¢i 伊

i 仲 C G T エβ アβl ゆJ β, N o . 8 朗･, j a n vi e r 1 97 2 .

の

調

整
が

後
者
に

よ

が
(

J

っ

て

は

か

ら

れ

る

場

合
が

多
い

こ

と

が
､

こ

の

よ

う
な

事
情
の

生

じ

る

原
因
の
一

つ

と

考
え

ら
れ

よ

う
｡

労
働
組
合
財
政
の

厳
密
な

国

際
比

較
は
､

各

国
の

労
働
組
合
運

動
方

針
の

ち
が

い

や
､

資
料
面
で

の

制
約
が

あ
っ

て

困

難
を

伴
う

C

G

T

(

一

九

七

〇

年
)

に

つ

い

て

み

れ

ば
､

一

般
管
理

費
と

人

件
費
と

の

合

計
が

稔
支

出
額
の

四

九
%

を

占
め
て

い

る

の

に

対

し
､

教
育
､

･

宣

伝

費
な
ど

の

割
合
ほ
一

四

%
に

す
ぎ

な
い

(

第
一

表
)

｡

各
費
目
ご

と
の

詳
細
は
､

第
二

表
か

ら

第
四

表
に

示

す

と

あ

り
で

あ

る

が
､

一

般
管
理

費
､

人

件
費
､

国
際
組
織
加

盟
分

担

金

等
は

覿

織
活
動
に

要
す
る

旅
費
な

ど

を

除
け

ば

固
定
的

な

性
椿

が

強
く
､

こ

れ

に

対

し
て
､

教
育
､

宣

伝
費
等
は

弾
力

的
な

性
椅

を

有
す
る

た

め
､

収
入
が

見

込
み

酪
に

達
し

な
か

っ

た

場
合
､

そ

(

叫
)

が
､

欧

米
各

国
と
フ

ラ

ン

ス

と

の

比

較
を

試
み

る

と
､

そ

の

違
い

は

無
視
し

得
な
い
｡

第
四

は
､

労
働
組
合
の

資
産
構
凰
に

お

い

て
､

流
動
資
産
の

比

重
が

相
対

的
に

高
く
､

組
合

事
務
所
､

組
合
教
育
セ

ン

タ

ー
､

組

合
直
営
の

生

活

協
同

組

合
等
の

施
設
､

⊥
固
定

資
産
の

そ

れ

が

低
い

こ

と
で

あ

る
｡

資
料
の

得
ら

れ

る

C

G

T

(

一

九
七

〇

年
)

に

つ

い

て

み

る

と
､

(

1 5
)

流
動
資
産
の

此

率
は

き

わ

め
て

高
い
(

第

五

表
)

｡

こ

の

う

ち
に

は
､

サ

J

ノ

け

鮎
･

←

P

.

■

L

ト

ー

｢

､+

恥

h

～



叶

+
.

､

■

¶

止
研

一

叫

し

一

一

一

都

T l

ン十.

イ

.

ス

ト

ラ

イ

キ

基
金
の

積
立

額
も

当

然

含
ま
れ

る

も

の

と

理

解
さ

れ

る

が
､

C

G

T

の

規
約
上
､

ス

ト

ラ

イ

キ

基

金
と

し

て

の

役
割
を

果
た

す
こ

と

と
さ

れ

て

い

る

｢

援
助

基
金
+

句
O

n
d
∽

d
､

A

E
e

の

総
資
産
に

対

す
る

割
合
は
､

一

%

に

す

ぎ

な
い
｡

第
五

は
､

ス

ト

ラ

イ

キ

基

金

等
か

ら
の

支

出
は
､

え

ト

ラ

イ

キ

件
数
等
の

動
き

に

あ

る

程
度
対

応

し

て

毎

年
変
動
す

る

も

の

の

(

第
四

国
)

､

戦
後
最
大
の

争
議
が

発
生

し

た
一

九

六

八

年
の

場
合

な

ど

に

は
､

基
金
が
■
事
実
上

そ

の

機
能
を

果
た

し

得
な
い

こ

と

で

( 1 2 1) フ ラ ン ス 労働 組合運動 の 財政 基盤

第4 表 C G T の 国 際観織加 盟 等費､( 19 7 0 年)

( フ ヲ ン)

l 金 額項

4 4
,
1 3 4 .2 6

6 5
,
7 4 6 .6 0

2 3
,
2 6 4 .3 3

1 2 0
,
0 0 0 .0 0

4 2
,
4 9 6 ,8 6

1 4
,
2 7 0 .5 0

5
,
6 9 8 .9 8

3 1 5
,
6 1 1 .5 3

来 仏 訪問 団 受入

訪問団派 遣

C G T ･ 世 界 労連会 議

世 界労連加 盟 費

C G T ･ イ タ リ ア 稔 同盟会議

交 際 ･ 費

雄 一 費

計

資料出所 3 8
0
C o n g

r色S n at io n al d e l a C G T , r a p p O rt 血 a n ci e r

盲仰 C G T エ β P βゆヱβ, N o . 88 4 , j a n vi e r 1 9 72 ･

あ
る
｡

こ

れ

に

つ

い

て
､

C

F

D

T

に

お

け

る

制
度
面
で

の

実
態
を
み

る

と
､

次
の

よ

う

で

あ

る
｡

C

F

D

T

は
､

一

九

七
三

年

に
､

ス

ト

ラ

イ

キ

基
金

等

第4 園 C F D T の ス ト ラ イ キ 基金 尊

か ら の 支 出状況

年

国
威

儲
1 972

国

威
1971

( ス トライキ手当)
( 百万フラン)
4

; 雷雲豊吉芸孟註)

議題娼』
1967 19 68 1969 197 0

( 援助手当)

翫配翫

(10 万フラン)
4

㌻ 閻 基金(
F A S)

㌻ⅢⅢ皿金庫(C N A P)

こ
皿 即 馳
1 976 1 968 1 969 1970 19 71 197 2 年
資料出所 R E Y N A ロ D , J .- D .

エgざ昂朗 dム刀由 β〃 伽 ガCβ

T o t n e 2 , P a ris , E d iti o n s d u S e uil, 19 7 5 . p . 1 02 に 引

用 されに C F D T 第3 6 回大会(■19 73 年) 資料 ｡

注 * 印は
, 関係組合旦の捜助 に要した額 ｡

1 97 2年

は推計 ｡ 年間労働争議禎失 日数 (1 0 0 万 日) は ,

19 6 7年4 . 2
,
68 年不明 ,

69年2 .2 , 7 0年1 .ア. 7 1年4 .5 ,
7 2年3 .7 ｡

に
■
関
す
る

組
合

規
約
を

改

正

し
､

そ

れ

ま

で

別

個
に

設

置
さ

れ

て

い

た

｢

職

業
活

動
及
び

組
合

防
衛
の

た

め
の

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

基
金
+

句
O

n

骨

c

O

n

蒜
d

か

邑
d
､

邑
首
p

岩
訂
s

s
i

O

n

邑
-

0

巾
t

d
e

d

監
e

n
s

e

s

対
ロ
d
-

c

巴
e

と

｢

職

業
活
動
及
び

組
合

防
衛
の

た

め

の

全
国

金

庫
+

C

巴
s

s

e

n

邑
叫

O

n

巴
①

d
､

g
t
小

O

n

p

岩
訂
s
s
小

○

ロ

ロ
e
-
】

e

e
t

d
e

d

監
e

ロ
S

e

S

セ
ロ

d
小

○

巴
e

を

合

併
し

て
､

｢

職

業

活

動

全

国

金

庫
+

C

巴
s
s

e

ロ
p
t
-

O

n

巴
①

ら
､

p
c

t
小

○

ロ

S

セ
ロ

d

訂
巴
e

を

新
た

に

設

(

1 6
)

け
た
｡

新
金

庫
に

つ

い

て

は
､

そ

の

規
約
に

よ

り
､

①
組

合

員
が

ス

ト

ヲ

√

キ

に

参
加
し

た

場
合
､

労
働
組
合
の

団
結
権
等
擁
護
の

▲7

た

め

行
動
を

必

要
と

す
る

場
合
及

び

そ

れ

に

伴
い

関
係
組
合
員
を

お



ザ

J

″

l ,

軋

←

声

ノ

▲

k

1

-

ザ

h
ノ

∵
娘
■

ト

†

片

援
助

す
る

必

要
が

あ

る

易
合
に
､

給
付
を

行
う
こ

と

(

第
二

条
)

､

②

金

庫
は
､

ス

ト

ラ

イ

キ

等
の

実
施
決
定
に

関
し
て

は
､

何

等
の

権
限

も

有
し

な
い

こ
.
と

(

第
一

五

条
)

と

さ

れ

て

い

る

が
､

同

時

に
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

が

指
令
す
る

ゼ

ネ

ラ

ル

ス

ト
ラ

イ

キ

に

つ

い

て

は
､

給
付

を

行
わ

な

い

こ

と
､

給
付

ほ
､

財
源
の
･

範
囲

内
で

行
う
も

の

で

あ

る

こ

と

(

第
八

条
)

も

定
め

ら
れ

て

い

る
｡

な

お
､

第
四

囲
に

よ

る

と
､

労
働
基
本

権
の

擁
護
等
の

た

め

基

金
か

ら

支
出
さ

れ

る

金

額
の

割
合
は
､

援
助

手
当
の

う
ち
一

剖
強

と

な
っ

て

い

る
｡

三

労
働
組
合

費
の

艶
織
間
配
分

第
一

図
に

示

す
よ

う
な

労
働
組
合
費
の

徴
収
の

仕
組
み

に

あ
っ

て
､

各
段
階
の

組
合

組

織
に

風
合

費
と

ど
の

よ

う
に

配

分

す
る

か

ほ
､

複
薙
な

問
題
を

も

た

ら

し
た
｡

す

な
か

ち
､

労
働
組
合
の

活
動
範
囲
が

拡
大

す
る

に

伴
っ

て
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

段
階
に

此
ぺ
､

産
業
､

地

域
段
階
に

配
分

一

橋論叢 第八十 六 巻 第三 号 ( 1 2 2)

第5 表 C G T の 資産及 び 負債 ( 1 9 7 0 年)

項 目 l 金 額

資

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

産

動産, 不 動産

C o n r c elle s セ ン ター

資材 , 事柄

保 証 証 書

現 ･ 金

預 金

当 座

B C E N

B N P

B a n q 11 e d e s c o o p e r か

ti v e s

- B I C R O P

V i e o n v ri色r e

定 期

B C E N

B N P

B a n q u e d e s c o o p e r a
-

t iv e s

B I C R O P

C r ` d it m 1 1 n i c l p a l

郵 便 貯 金

C a is s e

M o 11 V e m e n t d e fo n d s

Ⅳ 貸 出 金

連盟 , 県 組合同盟

Ⅴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

負

そ の 他

そ の 他 資産

債

基金 引 当 金

払 込 金

事業積立 金

大 会 積立 金

払 込 資 本

そ の 他負 債

1 2
,
3 5 2

,
2 7 3 .4 9

4 85
,
5 9 1 .8 5

7 2
,
5 0 0 .0 0

4 1 2
,
0 9 3 .0 7

9 9 8 .8 2

2
,
5 7 1

,
0 9 1 .7 9

8
,
5 0 6

,
8 8 1 .9 7

6
,
4 0 0

,
0 0 0 .0 0

1 1 0
,
0 0 0 .0 0

2 5 3
,
3 7 0 .7 7

5 0
,
0 0 0

.
0 0

75 0
,
0 0 0 . 0 0

3 03
,
5 5 9 . 0 3

1 1
,
6 2 1 .5 2

3 0
,
63 6 . 1 4

2 6
,
2 23 ユ8

7
,
08 5 .5 9

6 7
,
8 0 7 . 0 5

4 0 ～
,
9 3 8 .6 9

9 1 6
,
4 00 . 0 0

40 6
,
7 8 8 .1 4

2 2 5
,
1 1 2

.5 2

1 8 1
,
6 7 5 .6 2

3 8 1
,
9 1 9 .7 0

12
,
3 5 2

,
2 7 3 . 4 9

1
,
7 2 7

,
3 7 0

.
0 0

4 3 1
,
9 3 7 .7 7

6 0 0
,
0 0 0 .0 0

3 5 9
,
1 7 7 .2 4

1 0 0
,
0 0 0 . 0 0

9
,
1 3 3

,
8 8 8 .4 8

資料出所 C G T 3 8
8
C o n g

r 由 n ati o n al d e l a C G T
,
m
p p
O rt

丘n an ci e r 石畑 エ β P βゆ J β, N o . 壬娼4 , j a n v i e r 1 97 2 .

3 ∂∂
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( 証票当た り フ ラ ン)

( 1 2 3) フ ラ ン ス 労働組 合運 動 の 財政 基盤

第 6 表 労働観食費 の 配分 状況 の 推移 ( C F D T)

1 95 0 年 l 1 9 6 0 年 卜1 9 7 0 年項 目

0

0
ノ

4

4

1

7

′
L

U

7

7

4

2

0

0

0

0

0

0

0

5

0

′

h

)
∠
U

5

0

2

3

3

0

1

0

0

0

0

0 .3 0

0 .0 7

0
.
1 5

0 .1 5

C o n f` d t≦r a ti o n

C a r t e

T i m b r e

ロn io n D ` p a r t e m e n t a le

F ` d 占r a ti o n

F . A . S .

F o n d s d e d 占v e lo p p e m e n t

S . S . M .

ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー

証 紙

証 票

県組合同盟

連 由

職業活動等基金

組合活動基 金

国 際 観 織

資料出所 C . F . D . T . S γれd 盲c αJ ゐ 飢 β, d o e l 皿 e n t S p 由i a 】, I a Ⅵ i1 1 9 70 か ら C A I E E , G . エ β5 ぶγI招王威 ぶ

o w 町 如 p a fi s
,
P
. ロ . F . 1 9 7 1

, p .

.
ヰほ に引用され た もの ｡

さ

れ

る

額
の

割
合
を

増
加

さ

せ

る

ぺ

き

だ

と

い

う

主

張
が

強
ま

り
､

ま
た
､

一

九

五

〇

代
か

ら

七

〇

年
代
に

か

け
て

の

実

績
を

み

て

も

そ

の

よ
･

フ

な

傾
向
が

生

じ

て

い

る

も
の

の
(

第
六

表
)

､

各
段
階
の

組

織
の

力

関
係

に

よ

っ

て

ほ
､

配
分
構

造
の

変
化
に

伴
っ

て

種
々

の

摩

接
が

生

じ

た
｡

例
え

ば

F

O

で

ほ
､

二

重

証

凛
制
が

行
わ

れ

て

い

る

が
､

産
業

別

組
織
が

強

大
な

勢
力
を

有
し
て

い

る
■
場

合
､

地

域
組
織
へ

の

配

分
が

し
ば

し

ば

な

お

ざ

り
に

さ

れ

る

こ

と
が

過

去
に

あ
っ

た

と
い

わ

れ
､

ま

た

C

F

T

C

(

C

F

D

T

と
の

分
裂
前
)

で

も
､

類
似

(

17
)

の

傾
向
が

み

ら

れ

た

と
い

う
｡

そ

の

た

め
､

最
近
で

は
､

組
合

規
約
又

は

そ

れ

に

準
ず
る

根

拠

に

基
づ

い

て
､

配
分

比

率
を
あ

ら
か

じ

め

定

め
て

お

く
や

り

方

が

一

般
的
に

な
っ

て

い

る
｡

C

F

D

T

の

場
合
､

一

九
七

〇

年
の

第
三

六

回

大

会
で

財
務

憲

章

｢
p

已
F

胃
t

e

抄
n

P

ロ
C

蒜
H

e

を

採
択
し

た

が
､

そ

の

内

容

は

次

(

18
)

の

と

お

り

で

あ

る
｡

①

組
合

費
徴
収

額
の

根
拠
と

な

る

賃
金
の

定
義
の

明

確
‖

化
｡

②

サ

ン

ジ

カ
､

産
業
別

組
織
､

地

域
別

組
織
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

･

セ

ン

タ

ー

ヘ

の

配
分

額
及
び

国
際
組
織
等
加

盟

分
担
金
の

明

確
化
｡

③

配
分

額
の

イ

ン

デ

ク

ゼ

ー

シ

ョ

ン

の

仕
組
み

の

導
入

(

毎

年
四

月
の
､

時
間
当
た

り

平
均

賃
金

率
の

対

前
年
同

月

上

昇

率
を

用
い

て
､

配

分
額
の

見
直
し
を

行
ケ
)

｡

④

各
組
織
間
の

配

分

此

率
の

将
来
に

お

け

る

見
直
し

方

法
と

淵
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見
直
し

手

続
の

明

確
化
｡

⑤

経
過

規
定
の

活
用
に

よ

る

新
方

式
導
入
に

伴
う

摩
擦
の

回

避
｡

そ

し
て
､

右
の

規
定
は
一

九

七

四

年
一

月
一

日

か

ら

実
施
さ

れ

る

こ

と

と

な
っ

た

が
､

同

時
点
に

お

け
る

具
体

的
率
ほ

左
の

と

お

り
と

さ

れ

た
｡

①

組
合
費
は
､

貸
金

月

額
の

〇
･

六
五

%

以
上

と

し
､

将
来

一

･

〇
%

以

上
に

水

準
を

引
上

げ

る

た

め
､

大

会
毎
に

検
討

を

加
え

る
｡

②

サ

ン

ジ

カ
ヘ

の

配
分

額
は
､

組
合

費
徴
収

済
者
一

人
に

つ

き
一

･

一

五

フ

ラ

ン

以

上
と

す
る
｡

③

単
位
地

域
組
織
へ

の

配
分

額
は
､

同

〇
･

二

〇
フ

ラ

ン

以

上

と

す
る
｡

④

上

位
地

域
組
織
へ

の

配
分

額
は
､

同
一

･

六

〇
フ

ラ

ン

以

上
二

二
一

五

フ

ラ

ン

と

す
る
｡

⑤

産

業
別

組
織
へ

の

配

分

額
は
､

同
二
･

一

〇
フ

ラ

ン

以

上

二
･

九

〇
フ

ラ

ン

以

下
と

す
る
｡

⑥

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

へ

の

配
分

額
は
､

同
一

･

〇
一

フ

ラ
ン

と

す
る
｡

⑦

国

際
組
織
へ

の

納
入

額
は
､

同
〇
･

一

〇
フ

ラ

ン

と

す
る
｡

⑧

組
合
活

動
基
金

{

呂
d
印

d
.

〇
r

笥
n

ぎ
t

訂
ロ

ー
弱
小

組

織

3 9 0

へ

の

応
援
基
金

-
へ

の

積
立

額
は
､

同
〇

二
一

五

フ

ラ

ン

と

す

る
｡

⑨

右
の

②

1
⑧
の

金

額
に

つ

い

て

は
､

時
間
当
た

り

平
均
賃

金

率
の

上

昇
に

応
じ

て

年
一

回

改

訂
す
る

ほ

か
､

大

会
に

お

い

て
､

一

般
経

済
情
勢
に

応
じ

改

訂

す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

こ

の

よ

う

な

規
定
は
､

C

F

D

T

の

各
段
階
の

組
織
で

行
わ

れ

て

き
た

慣
行
の

横
断
的
な

基
準
の

も

と

に

お

け
る

再

編

成
を

目

指

し
て

い

た

が
､

あ

る

軽
度
大

幅
な

変
更
を

伴
う
も
の

で

あ
っ

た

た

め
､

各

組
織
が

そ

れ

ぞ

れ

の

自
治

権
､

既
得
権
を

主

張
し
て
､

対

(

1 9
)

立
が

生

じ

た

と

い

わ

れ

る
｡

ち

な

み

に
､

イ
ゼ

ー

ル

県
の

あ
る

C

F

D

T

サ

ン

ジ

カ

の

徴
収

済
組
合

費
の

配

分

実
績
(

証
票
一

枚
当
た

り
フ

ラ

ン

)

は
､

C

F

D

T

憲
章
の

制
定

前
で

あ

る
一

九

六

八

年
に

お

い

て

次
の

と

お

り

で
､

各

項
目

間
の

ウ
ェ

イ

ト

ほ
､

憲
章
の

定
め

る

そ

れ

と

は

大

き

(

2 0
)

く

異
な

る

も
の

で

あ

る
こ

と

が

う
か

が

え

る
｡

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

全
国

産
業
別

配
合
連
盟

イ

ゼ

ー

ル

県
地

域
覿
合
同
盟

〇
･

五

二

〇
･

六

四

〇
･

六

四

F

i

ト

■可

】

■

b
｢

◆

r

)

止
I



叶

～

｡

規

甘

一

対

｡

r

一

叫

→

‥

軸

､

～

"
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職
業
活

動
及
び

組
合
防
衛
の

た

め
の

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

基
金

職

業
活

動
及
び

組
合

防
衛
の

た

め

の

全

国
金

庫

組
合

活

動
基
金

国
際
組

織

■
(

以

上
､

上

部
規
約

等
に

基

づ

く
も
の

の

小

計
)

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

追

加
分

県

地

域
組
合
同
盟

追
加

分

グ

ル

ノ

ー

ブ

ル

金

属
組

合

ナ

シ

ョ

ナ

ル

セ

ン

タ

ー

機

関

紙

(

S

叫
n

d

訂
巴
訂
m
e
･

呂
p

笥
N

ぎ
e
)

購
読
代

右
の

機
関
紙
郵
送
料

(

以

上
､

サ

ン

ジ

カ

の
･
独
自

の

決
定
に

基
づ

く
も

の

の

小

計
)

合

計

〇
･

二

四

一

･

〇

八

〇
･

二

〇

〇
･

〇
六

(

三
･

三

八
)

〇
･

三

〇

〇
･

二

〇

〇
･

六

〇

〇
･

七

〇

〇
･

〇

五

(

一

･

八
五
)

五
･

二

三

(

1
)

C
A
H

甲

声

q
･

ト
筏

宅
±

軋
叫

芸
訂

Q

雲ヽ

訂

芸

勺

胃
i

s
.

勺
●

亡
.

句
.

一

等
-
.

p
.

h

岩
∞
.

(

2
)

C
.

G
.

→
.

･

句
.

〇
.

n
O

豆
言
Q

邑

訣

ご
箪
ざ
u

訂
見
向

已
白

丸

S
叫

邑
已

a
恥

勺
0

言
恥

○
宗
e

3 .

晋
恥

勺
a

ユ
s
.

E

已
t
i

O

n
S

句
○

コ
U

e

O
亡

く
【
i

か
【

e

-

p
00

○

に

記

載
さ

れ

て

い

る

漁
連

合

規

約
第

〓
ハ

ー
一

九

条
(

同

書
五

〇

1

五
一

ペ

ー

ジ
)

｡

(

3
)

C
A
-

甲
田
.

G
･

尽
.

邑
.

p
.

合
¢
一

(

4
)

註
.
(

2
)

に

引

用
し

た

総
連

合

規

約

第
一

九

条
｡

右
の

規
定
は
､

未
成
年
者
等
､

法

定

最
低

賃
金
を

下
回

る

額
の

貸

金
の

支

払
い

が

認
め

ら

れ

て

い

る

労
働
者
に

つ

い

て

も
､

そ

の

拠
出

す
べ

き

組
合

費
の

額
は
､

法

定

最
低

賃
金

相

当

額
で

あ

る

旨
を

定

め

た

も
の

と

理

解
さ

れ

て

い

る
｡

(

5
)

C
A
H

空
円
.

G
●

尽
一

邑
.

p
.

吉
〇
.

(

6
)

C
一

G
･

T
●

ト
恥

勺
恥

苺
訂
.

宅
〇
.

00

巴
-
00

窒
.

m
已

-

笥
N
.

諾
｡

C
O
n

g

誌
の

宅
m

己
O
n

巴

d
e

-

p

C
･

G
･

T
:

知
む

匂
p
O

ユ

句
-

n

2
-

○

岩
.

1

及
び

C
A
H

河

H
.

G
◆

尽
.

邑
.

ワ

合
戸

(

7
)

例
え

ば

C
.

戸

P

→
.

り
ま

筏
q

Q

昏
b

訂

篭
む

訂

P

勺
.

b
.

り
･

-

S

亡

p
勺
】

瓜

m
e

n
t

㌢

カ
Q

3
逮

已
計
逮
-

宅
｡
･

巴

こ
已
n
.

【

苫
㌣

苫
.

岩

-
合

で

は
､

組

合

費
の

拠
出
は
､

①
労
働
者
が

自
己

の

労
働
条

件
の

向
上

に

必

要
な

自
発
的

組

合

活

動
の
一

つ

で

あ

る

こ

と
､

⑧
そ

れ

に

よ
っ

て

個
別

組

合

員
と

組

織
と

の

連
帯
感

が

高
め

ら
れ

る

こ

と
､

⑧
そ
れ

は

崇
高
な

計
ロ

O
b
-

2

行

為
で

あ

り
､

組

合

費
拠

出
の

重
要

性
の

認

識
が
､

組
合

活

動
の

必

要

性
の

認

識
に

つ

な
が

る

も

の

で
■
あ

る

こ

と
､

な

ど

が

説

か

れ
七
い

る
｡

一
.

･

-

ま
た
､

C
･

G
･

T
･

+

句
･

〇
･

卜
白

→

さ
Q

!

毒
針

ぜ
息
叫

邑
匂

(

S
.

P

題
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E
･

?
X

-

加

ふ

巾

ヨ
い

N

ワ

筆

者
が
一

九

八
. 一

年
一

月

F

O

本

部
を

訪
問
し

た

際
入

手

し

た

も
の
)

■
で

は
､

C

F

D

T

の

右
の

資
料
と

共

通

す
る

趣
旨
の

説

明

を

行
っ

た

あ
と
､

徴
収

事

務
の

具

体

的
な

内

容

を
､

囲
､

写

実
な

ど

を

用
い

っ

つ

示
し

て

い

る
｡

(

8
)

労
働
法

典
L

第

四
五

二

条
の
一

1
L

第

四

五
二

条
の

四
｡

･(
9
)

経
済
社

会
審

議
会

C
O

ロ

冨
ロ

E

8
ロ
○

邑
(

召
e

e
t

S
0

2 .

已

は

第
二

次

大

戦
後
に

設

立

さ

れ

た

政

府
の

諮

問
機
関
で
､

政

府
は
､

重

要
な

轟

済
､

社
会

関
係

法

案
等

を

議
会
上

提
に

先
立
っ

て

希
間
す
る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る
｡

ま
た
､

経
済

社

会

審
議
会

は
､

政
府
が

諮
問

を

行
わ

な

い

事
項
に

つ

い

て

も
､

建
議
を

す
る

こ

と

が

で

き
る
｡

現

在
､

委
員
定

数
は

二

〇

〇

人
｡

う

ち

労
働
者
代

表
四

五

名
､

う

ち
C

G

T

代

表
一

一

名
)
｡

(

1 0
)

C
A
H

甲
田
-

G
･

尽
･

邑
･

ワ

き
い
･

(

1 1
)

C
A
一

打
由
-

G
･

尽
･

b

恵
･

p
･

告
い
･

(

1 2
)

例
え

ば
､

パ

リ

郊
外
の

宅
p
n
t

O

l
l

e

で

ほ
､

C

G

T

及
び

C
F

D

T

(

C

G

T

の

釣
四

分
の
一

)

の

地
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